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 第１章   医 療 圏 
 
１ ２次医療圏（医療法第 30条の４第２項第 14号に定める区域） 

原則として、１次医療（通院医療）から２次医療（入院医療）までを包括的、継続的に提供

し、一般及び療養の病床（精神病床、結核病床及び感染症病床を除き、診療所の病床を含む。）

の整備を図るための地域単位として設定する区域で、表 1-1 のとおり定めます。 

なお、人口規模が 20 万人未満の２次医療圏について、療養病床及び一般病床の流入入院患者

割合が 20％未満であり、流出入院患者割合が 20％以上である場合、その設定の見直しを検討す

ることとされており、本県では、東三河北部医療圏が該当しますが、圏域面積が著しく広大であ

ることや、へき地医療対策の必要性等の観点から引き続き単独の医療圏とし、救急医療等不足

する医療機能については、東三河南部医療圏と連携を図っていきます。また、次期の見直しに向

けて、東三河南部医療圏との統合の適否について、議論を深めていきます。 
   
 
表1-1 ２次医療圏の名称及び区域    

名    称 区                  域 

名古屋・尾張中部医 療圏 名古屋市、清須市、北名古屋市、豊山町 

海 部 医 療 圏 津島市、愛西市、弥富市、あま市、大治町、蟹江町、飛島村 

尾張東部医療圏 瀬戸市、尾張旭市、豊明市、日進市、長久手市、東郷町 

尾張西部医療圏 一宮市、稲沢市 

尾張北部医療圏 春日井市、犬山市、江南市、小牧市、岩倉市、大口町、扶桑町 

知多半島医療圏 
半田市、常滑市、東海市、大府市、知多市、阿久比町、東浦町、南知多町、

美浜町、武豊町 

西三河北部医療圏 豊田市、みよし市 

西三河南部東医療圏 岡崎市、幸田町 

西三河南部西医療圏 碧南市、刈谷市、安城市、西尾市、知立市、高浜市 

東三河北部医療圏 新城市、設楽町、東栄町、豊根村 

東三河南部医療圏 豊橋市、豊川市、蒲郡市、田原市 

 
 
２ ３次医療圏（医療法第 30条の４第２項第 15号に定める区域） 

主として特殊な医療（３次医療）を提供する病院の整備を図るための単位として設定する区

域で、愛知県全域とします。 
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２次医療圏に係る参考資料 

表1-2 ２次医療圏別医療資源等  

医 療 圏 
人 口 

（人） 
面 積 

（k㎡） 
病院数 

   （施設） 
一般診療所 

   （施設） 
歯科診療所 

     （施設） 

名古屋・尾張中部 2,495,532 368.40 
125 

(0.5) 

2,362 

 (9.5) 

1,513 

 (6.1) 

海 部 321,019 208.48 
11 

(0.3) 

225 

 (7.0) 

130 

(4.0) 

尾 張 東 部 476,044 230.14 
19 

(0.4) 

343 

 (7.2) 

236 

 (5.0) 

尾 張 西 部 506,612 193.17 
20 

(0.4) 

363 

 (7.1) 

249 

 (4.9) 

尾 張 北 部 726,358 295.96 
26 

 (0.4) 

500 

 (6.9) 

337 

 (4.6) 

知 多 半 島 620,223 392.20 
18 

(0.3) 

408 

(6.6) 

260 

 (4.2) 

西三河北部 478,247 950.51 
20 

(0.4) 

282 

(5.9) 

172 

 (3.6) 

西三河南部東 424,100 443.92 
16 

 (0.4) 

263 

(6.2) 

179 

 (4.2) 

西三河南部西 698,119 363.76 
22 

(0.3) 

419 

 (6.0) 

290 

 (4.1) 

東三河北部 49,826 1,052.43 
3 

 (0.6) 

48 

(9.5) 

28 

 (5.5) 

東三河南部 684,817 671.21 
37 

(0.5) 

464 

 (6.7) 

323 

(4.7) 

計 7,480,897 5,173.24 
317 

(0.4) 

5,677 

 (7.6) 

3,717 

(5.0) 

注１： （ ）は人口万対比の数値 

注２：人口は令和５年10月１日現在（「あいちの人口」愛知県県民文化局） 

注３：面積は令和４年10月１日現在（「令和２年全国都道府県市区町村別面積調」国土交通省国土地理院） 

    ただし、所属未定地は各医療圏値に含んでいないため、各医療圏値の合計は計と一致しない。 

注４：病院、病床数、一般診療所、歯科診療所については令和４年10月１日現在（「病院名簿」愛知県保健医療局） 

 

 

 

  
 

 

 

病院及び診療所は、共に医療法に規定された施設で、医師又は歯科医師が、公衆又は特定 

多数人のため医業又は歯科医業を行う場所であって、そのうち病院は20人以上の患者を入院 

させるための施設（20床以上）を有するもので、診療所は19床以下か無床の施設のことをい 

います。したがって、設備構造及び医師、看護師等の配置要件からは、病院は主に入院機能 

を受け持つ施設となります。 

 

病院・診療所（医療法の定義等） 
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表1-3 一般病床自域依存率の経年変化                   （単位：％）  

医 療 圏 
平成３年 

５月 
平成８年 

５月 
平成11年 

７月 
平成16年 

７月 
平成21年 

６月 
平成29年 

６月 

令和５年 

６月 

名 古 屋 

 

95.3 

 

95.1 

88.0 89.0 88.5 87.7 

86.3 

尾 張 中 部 26.4 16.9 23.4 25.2 

海 部 58.1 56.7 58.9 55.7 55.1 

尾 張 東 部 75.2 72.8 71.3 73.0 72.6 

尾 張 西 部 80.4 82.9 81.3 83.8 81.7 85.5 87.0 

尾 張 北 部 74.8 76.6 76.9 77.9 79.7 78.5 80.0 

知 多 半 島 69.0 70.1 69.3 70.0 68.6 65.7 64.5 

西三河北部 70.5 70.6 71.4 75.7 79.1 76.6 80.0 

西三河南部東 
81.3 79.3 82.4 83.0 

72.6 69.6 77.1 

西三河南部西 82.2 81.5 77.5 

東三河北部 65.2 72.6 83.6 74.1 47.2 47.9 43.5 

東三河南部 95.2 94.9 95.2 91.4 91.4 93.8 93.0 

資料：愛知県保健医療局調べ 
注 ：平成29年６月、令和５年６月の数値は病院及び有床診療所が対象（平成16年７月以前の数値は病院のみ 

対象） 
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 第２章  基準病床数 

 

○ 医療法第 30 条の４第２項第 17号に規定する基準病床数は、表 2-1 のとおりとします。 

○ 基準病床数は、病床の地域的偏在を是正し、全国的に一定水準以上の医療を確保すること

を目的として、都道府県知事が医療計画において定めるもので、既存病床数が基準病床数を

超える医療圏（病床過剰地域）では病院の開設、増床は原則として許可されません。 

表 2-1   基準病床数 

病 床 種 別 医  療  圏 基準病床数 
（令和６～令和 11年度） 

療 養 病 床 
及び 

一 般 病 床 

名古屋・尾張中部 19,667 

海     部 1,834 

尾 張 東 部 4,395 

尾 張 西 部 3,979 

尾 張 北 部 5,520 

知 多 半 島 3,540 

西 三 河 北 部 3,013 

西三河南部東 2,715 

西三河南部西 4,544 

東 三 河 北 部 182 

東 三 河 南 部 5,012 

計 54,401 

精 神 病 床 全  県  域 11,508 

結 核 病 床 全  県  域 115 

感 染 症 病 床 全  県  域 72 

注１：「療養病床及び一般病床」の基準病床数は、両病床数を合算した数値です。 
注２： 精神、結核、感染症の各病床については、全県単位で整備することとしています。 

表 2-2 既存病床数（令和５(2023)年９月末現在） 
病 床 種 別 医  療  圏 既 存 病 床 数 

療 養 病 床 
及び 

一 般 病 床 

名古屋・尾張中部 20,051 

海     部 1,700 

尾 張 東 部 4,248 

尾 張 西 部 3,608 

尾 張 北 部 4,986 

知 多 半 島 3,179 

西 三 河 北 部 2,663 

西三河南部東 2,383 

西三河南部西 4,411 

東 三 河 北 部 303 

東 三 河 南 部 5,891 

計 53,423 

精 神 病 床 全  県  域 12,171 

結 核 病 床 全  県  域 111 

感 染 症 病 床 全  県  域 66 

注１：「既存病床数」は、承認済の病床整備計画を反映した場合の病床数としている。 
注２：「既存病床数」は、令和６年３月までの経過措置である介護医療院の定員数（療養病床数）及び平成 18 年 

  12 月 31 日以前に開設した有床診療所の病床数は含まれていない。 
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             基準病床数の算定方法 〈政省令による算定式〉 
１ 療養病床及び一般病床 

２次医療圏ごとに(1)アに掲げる療養病床の算定式により算定した数と２次医療圏ごとに(2)

アに掲げる一般病床の算定式により算定した数の合計。ただし、県における当該数の合計は、２

次医療圏ごとに(1)イ及び(2)イで掲げる式によりそれぞれ算定した数の合計を超えないものと

する。 
なお、県外に流出している入院患者数が、県外から流入している入院患者数よりも多く、特に

必要とする場合にのみ、流出先都道府県との調整協議を行った上で、都道府県間を超える患者の

流出入について合意を得た数を、当該合計数に加減することができる。 

 
(1)  療養病床 

  ア    ΣＡ１Ｂ１－Ｇ＋Ｃ１－Ｄ1 
           Ｅ1 
  イ    ΣＡ１Ｂ１－Ｇ 
         Ｅ1 
Ａ１ ：２次医療圏の性別・年齢階級別人口（５歳階級） 
Ｂ１ ：性別・年齢階級別療養病床入院受療率 

厚生労働大臣が定める性別・年齢階級別の療養病床入院受療率を上限として、長期療養

に係る医療を必要とする者の数を勘案して都道府県知事が定める率 
Ｇ  ：介護施設、在宅医療等で対応可能な数  

病院及び有床診療所の療養病床における入院患者のうち、今後の介護老人保健施設及び

居宅等における医療の確保の進展等を勘案して、介護老人保健施設及び居宅等における

医療等によって対応が可能な数として都道府県知事が定める数 

Ｃ１ ：他医療圏等から当該医療圏への流入入院患者数の範囲内で都道府県知事が定める数 
Ｄ１ ：当該医療圏から他医療圏等への流出入院患者数の範囲内で都道府県知事が定める数 
Ｅ１ ：厚生労働大臣が定める病床利用率 

    厚生労働大臣が定める病床利用率が都道府県の直近の病床利用率を下回る場合は、厚生

労働大臣が定める療養病床に係る病床利用率以上、都道府県の直近の療養病床利用率以

下の範囲内で都道府県知事が定める数 
 
(2) 一般病床 

  ア    ΣＡ１Ｂ２×Ｆ＋Ｃ２－Ｄ２  

              Ｅ２ 
  イ    ΣＡ１Ｂ２×Ｆ 

           Ｅ２ 
Ａ１ ：２次医療圏の性別・年齢階級別人口（５歳階級） 
Ｂ２ ：厚生労働大臣が定める性別・年齢階級別一般病床退院率（地方ブロック値） 
Ｆ  ：平均在院日数 

厚生労働大臣が地方ブロックの平均在院日数の分布状況を勘案して定める日数を上限と

して、当該都道府県の平均在院日数の状況等を勘案して都道府県知事が定める数 

Ｃ２ ：他医療圏等から当該医療圏への流入入院患者数の範囲内で知事が定める数 
Ｄ２ ：当該医療圏から他医療圏等への流出入院患者数の範囲内で知事が定める数 
Ｅ２ ：厚生労働大臣が定める病床利用率 
         厚生労働大臣が定める病床利用率が都道府県の直近の病床利用率を下回る場合は、厚生

労働大臣が定める一般病床に係る病床利用率以上、都道府県の直近の一般病床利用率以

下の範囲内で都道府県知事が定める数 
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２  精神病床 
     全県を区域として以下に掲げる式により算定した数 

Ａ２＋Ａ３＋Ａ４Ｘ１＋Ａ５Ｘ２＋Ｃ３－Ｄ３ 

Ｅ３ 

Ａ２ ：令和８年における急性期患者数推計値 
Ａ３  ：令和８年における回復期患者数推計値 

Ａ４ ：令和８年における慢性期患者数推計値（認知症を除く） 

Ａ５ ：令和８年における慢性期患者数推計値（認知症） 

Ｘ１ ：１－認知症を除く慢性期入院患者に係る政策効果に関する割合 

Ｘ２ ：１－認知症慢性期入院患者に係る政策効果に関する割合 

Ｃ３ ：他県から本県への流入入院患者数 
Ｄ３ ：本県から他県への流出入院患者数 
Ｅ３ ：厚生労働大臣が定める病床利用率 

 
３  結核病床 
    全県を区域として次に掲げる式により算定した数 
    Ａ×Ｂ×Ｃ×Ｄ＋Ｅ 

  Ａ ：本県の１日当たりの「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律（以下

「感染症法」という）」第19条及び第20条の規定に基づき入院した結核患者の数 
  Ｂ ：感染症法第19条及び第20条の規定に基づき入院した結核患者の退院までに要する平均日

数 
Ｃ ：当該区域における感染症法第12条第１項の規定による医師の届出のあった年間新規患者

発生数の区分に応じ、それぞれ定める係数 
年間新規患者発生数 係 数 

99人以下 1.8 

100人以上499人以下 1.5 

500人以上 1.2 

  Ｄ ：１ 
粟粒結核、結核性髄膜炎等の重症結核、季節変動、結核以外の患者の混入その他当該区域

の実情に照らして１を超え1.5以下の範囲内で知事が特に定めた場合はその数値 
  Ｅ ：医療計画に基準病床数を定めようとする日の属する年度の前の年度における本県の慢性 

排菌患者のうち入院している者の数 
 
４  感染症病床 

全県を区域として、感染症法の規定に基づき厚生労働大臣の指定を受けている特定感染症指定

医療機関の感染症病床並びに知事の指定を受けている第一種及び第二種感染症指定医療機関の感

染症病床の数を基準として知事が定めた数 
  （感染症指定医療機関の配置基準） 
     第一種感染症指定医療機関：都道府県の区域ごとに１か所、２床 
     第二種感染症指定医療機関：２次医療圏ごとに１か所、その人口に応じ次の病床数 

                               30 万人未満          ４床        

                               30 万人以上 100 万人未満     ６床        

                              100 万人以上 200 万人未満     ８床        

   200 万人以上 300 万人未満         10 床        

                                    300 万人以上      12 床               


